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１、キッチンでは種類でなく頻度で分けるという発想のポケット収納 　 ３、引き出しが斜めに倒れて、調味料も取り出せるポケット収納-LIXIL 　　　　　HPのお問合せはこちら

キッチンでの作業効率は収納次第と言っても過言ではありません。 　　　　LIXILのポケット収納は、開く際に扉が20度かたむき、腰をあまり曲げずに

例えば、野菜炒めを作るプロセスを考えてみましょう。まず野菜を洗い、 　　　　自然な姿勢で出し入れができるようになっています。

まな板と包丁でトントンと切って、フライパンに油を敷き、菜ばしやターナーで炒めます。 　　　　ちょっと指先を掛けるだけで開くので、調理中動きながら欲しい物がパッと取り出せます。

そんな時、まな板や包丁、油や菜ばしがすぐ手元に収納してあれば、 　　　　またポケットが大きいので、キッチンツールだけでなく、サラダ油などよく使う

サッと出してパッと仕舞えるので、一連の動作が流れるように進みます。 　　　　調味料も入れられるようになっています。

でもこれらのツールが、あちこちバラバラなところにあったら、出し入れするのに、
野菜炒めを作る時、その手順と使うツールを あっちへウロウロこっちへウロウロ。手間も時間も掛かって大変です。 指先だけで軽々斜めに開く、らくパッと収納。扉が傾いて腰を曲げずに自然な姿勢で出し入れできる（LIXIL） 

1つずつ考えてみると、使いやすい

収納の形も見えてくる。 ４、引き出しを開けると、自動的に飛び出すポケット収納-クリナップ
　家事ラクの基本は、移動距離を最短にして、省動作を極めるところ。そこで毎日使うモノは、全部まとめて近い位置に

収納しておいたら便利なんじゃない？という発想で生まれたのが、キッチンポケット収納です。 　　　キッチンの引き出しは自然な動作領域の中にあるとは言え、ちょっと低い位置にあるので、
　　　出し入れに腰をかがめる必要があります。

　油は油、お玉はお玉でまとめるといったように、モノの種類で分ける収納ではなく、使用頻度が高い物は一番いいところに 　　　そこで生まれたのが、引出しを開けると自動的に

まとめて収納するという、頻度別の収納スタイルなので、ムダな動きが減って、料理がスイスイ手早くできるようになります。 　　　ポケットが上に持ち上がってくるクリナップのポケット収納です。

　　　立ったままの姿勢で手元まで中の物が飛び出してくるので、

　　　包丁やラップなどが腰を曲げずにパッと手に取れます。

２、キッチンのポケット収納は一番いいところのスキマを活用
引き出しを上げると手の届く範囲までアップしてくる、うきうきポケット収納。姿勢を変えずに立ったまま出し入れできる（クリナップ） 

５、シンク前に小物ポケット、扉裏のフックでフライパンも収納-TOTO
キッチンのポケット収納の特徴は、今まで一番使いやすい場所なのにも

かかわらずデッドスペースになりがちだった場所を、普段使いの収納スペース TOTOのポケット収納は、シンク前のパネル部分を活用、ピーラーやキッチンばさみなどの

として活用したところにあります。 小物がすぐ手元で出し入れできます。まな板や包丁はその下の引き出しの扉の内側に。
またコンロ下の引き出しには、フライパンを立てて収納できるフックがあるので、
フライパンがスッキリ片付きます。

人には自然な動作領域というものがあり、その領域内にある収納は、

出し入れがしやすいのですが、そこから外れると、出し入れに手間が掛かるので、

出しっ放しが増えて散らかるようになります。自然な動作領域とは、 シンク前のパネル部の小さなポケット収納は、ピーラーやキッチンばさみなどの小物の出し入れがしやすい作りに（TOTO） 

無理な姿勢をしないでラクに動ける範囲のことで、だいたい
　　　一番使いやすいスペースに、ターナーや 膝の高さから目の高さまでです。 ６、ポケット収納に何を入れる？使用頻度が高いモノをリストアップして
　　　サラダ油が収納できるようになった

　　　ポケット収納（LIXIL） ポケット収納は上から覗きやすく、シンクの前に

立ったまま手が届くので、料理中の無駄が動きが減り、

　ところが今までのキッチンでは、この一番いいところがあまり活かされていませんでした。例えば、シンク手前の正面パネルの中や、 家事が手早く進むようになります。
引き出し扉の裏側は手が届きやすいにもかかわらず、デッドスペースになっていたり、微妙なスキマができていたり。 ただしここに何を収納したいかは、炊事の手順によって

異なりますので、リフォーム前に、まずは自分の
　ポケット収納は、この一番いいところ、自然な動作領域＋今まであまり活用できていなかったスキマを活用した、 家事スタイルを見直してみましょう。
使用頻度が高いツールを収納するためのスペースです。毎日使う、まな板やお玉、油などが、その場から動かず、
楽な姿勢で出し入れできるので、炊事が格段にスムーズになります。 キーワードは省動作です。家事の連携がしやすいよう、　*毎月皆様の暮らしのお役立ち情報をお届けしています。

使用ツールのリストを作成していくと、自分のスタイル 　何かお気付きの事や知りたい事などございましたらいつでもご遠慮なく
にあったポケット収納が見つかります。上手に計画して、　お申し付け下さい。
断然家事ラクなキッチンを目指しましょう。 　皆様のご意見ご感想を元にお役に立てれば幸いです。

今月は、キッチンのポケット収納どう使う？使い勝手で比較についてお届けします。

キッチンは家の中でもモノ密度ナンバー1の部屋。あちこちギッシリで、いざという時に欲しいモノが出てこない！なんてこともありま
すよね。そんな時に役立つのが、種類ではなく「使用頻度で分ける」という発想から生まれたポケット収納です。
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